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Erwinia aroi，ゐaeのペクチツー ポリガラクチユロナー ぜ (PG)は適応酵素の音際仁はいると考え
られている.須田ら (1953)は安息香酸，アンスラニル酸などに対する Jv.ficrococcusureaeの酵素
適応について研究し，ヨえのような酵素蛋自の生成過程を考えている.
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Eは酵素.SI士基質.Rは細胞内反応体
素材であるアミノ酸はまず precursorproteinとなる.後者は基質の存在の下に特異性を傭え
た酵素蛋白に分化する.アミノ酸から precursorprotei~ への高分子化の過程でも基質が存在し
なければならない.酵素の形成にはまた力源として ATPが使われる.一度形成された蛋白は基質に
作用して自らも崩壊し， precursor proteinを経て元の蛋白質に合成されて行く. この場合第二
の基質が存在すればこれ仁作用する酵素に転化する.Phaff (1947)は Penicilliumchrysogenium 
のPGは培養液にペクチン， トラガカソトゴム， 粘液酸， L-;t1ラクトン酸， D-ガラクチユ口γ酸の
何れかを加えたとき仁のみ生成すると述べている. これらの物質はみな次のような化学構造を持ってい
る.
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D-ガラクチユロツ酸は PGによる反応生成物であって基質ではない. L-ガラクトツ酸， 粘液酸も
基質と化学構造の一部が類似した物質にすぎない invertaseやtannaseの場合にも反応生成
物が酵素の産生を促進するという報告がある.加水分解酵素の適応は須田らの場合と多少趣が異
っているかもしれない.
著者ら壮PGの適応機構の特異性やPGの産生と力源代謝経路との関係について研覚を進めた
し下と思っている.酵素の産生は遺伝と環境によって支配され，環境の中では栄養素は重要な要素で
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ある.適応酵素の場合でも栄養素の中基質のみが酵素の産生を支配するどは考えられない.本報で
は有機質の PGの産生に及ぼす影響仁ついて行った実験結果を述べる.
果結験実
1.有機窒素源の影響
培養基の組成ーペクチン酸1%， MgSO， 7 H20 0.05%，窒素源0.087%(窒素の含有量)，
KH2PO， 0.2%， NaH2PO，と Na2HPO，を燐酸の全濃度が0.0573molとなり， pHが7.0と
なるよう仁加えた. ぺブトン加水分解生成物はペブトツ〈片山ペブトツ)10g仁10%のHzSO，溶
液を 50ml加え， 1000C仁30分間，つづいて 1200C仁1時間加熱し，活性提で処理した後，
Ba(OH)%でpH4.0まで中和し，措過後Nj10のNaOH溶液で pH7.0仁調節したものを用
いた.
培養条件は第1報のときと同じ仁したまた培養液の掴濁度と酵素力価も第1報と同じ方法で
測定した.第1表に実験結果を示した.
室素源の種類と酵素の産生第 1表
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しかしそのタルタミン酸l土‘(NH')2HPO，に比較して PGの生成をある程度促進するようである.
他の有機窒素源では特別な効巣は認められなかった.
2.茨素源の影響
i.有機酸 有機設を 1%と(NH，)2HPOを0.087%(窒素含有量)加え，その他は有
機窒素源の実験と同量添加した.
有機酸の種類と酵素の産生第 2表
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フマ)[，酸，リγゴ酸仁は比較的多量の PGの生成を見たが，ペヲチン酸の場合に較べて少ない(第
2表).乳酸，酢酸，ジユウ酸，ギ酸，マロツ酸仁は繁殖しなかった.
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i.アミノ酸 炭素源としてアミノ般1%と(NH')2HPO，.を加えて培養した結巣は第3表の
とおりであった.
第 3表 アミノ酸の種類と幣素の産生
pH 吸光度 Nj5012消費量
ア見ノマラギ V 酸 9.0 0.060 0.25 
グルダミジ酸 7.0 0.013 0.13 
，、 7" ト ン 7.0 0.046 0.12 
，、 ク チ ;< 酸 6.8 0.115 0.87 
第 4表 アルコ【 Jレの種類と酵素の産生
pH 吸光度 N/50 h消費量
メ'チルアルョール 7.0 。 。
z チルアルョール 6.9 0.028 0.01 
プチルアルョール 7.0 。 。
ゲ リ セ リ 品〆 6.9 0.084 。
，、 ク チ ;< 酸 6.9 0.130 0.84 
ll. アルコール エチルアルコール，グリセリγには繁殖するけれども， PGはほとんE産生きれな
第 5表 糖の種類と酵素の産生
pH 吸光度 Nj50 h消費量
D-キ V 1='! 戸ズ 6.2 0.072 0.01 
L-アラピノ戸ズ 6.8 0.094 0.21 
L-ラ ムノ - :t 5.8 0.091 0.17 
D-タ- JI〆ヨ ーズ 6.3 0.093 0.13 
D--qo ンノ ー犬 5.6 0.151 0.22 
D-:b'ラタトーズ 6.0 0.105 0.34 
D-プヲクトーズ 6.4 0.085 0.17 
ラ !/ ト 戸 ズ 6.0 0.100 0.38 
U ユウク官ーズ 6.4 0.107 0.26 
セロピオーズ 6.4 0.128 0.42 
『司， ;< 一 、y ト 6.4 0.092 0.23 
Dー グルキユ甘 V 酸 6.8 0.079 0.09 
D-:b'ラクチユ甘ン酸 6.6 0.076 0.68 
デキ z トリン 7.0 0.013 。
トラガカント f ム 7.0 0.061 0.25 
，、 ク チ ;y 殴 6.8 0.120 0.94 
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iv.構 類 十数種の供試情蹟の中でペクチツ酸とガラクチユ口ソ酸がPGの産生を顕著に
促進した(第5表). dulzit. D-sorbit. D官lucuron酸，麦芽情， トロロアオイ粘質物〈トロロ
アオイ粘質物を 1350Cで30分間加熱し硫酸銅を加えて泌澱させたトロロアオイ粘質物の骨絡物
質〉には繁殖しなかった.
v.ペクチツ酸の濃安 ペクチン酸の濃安0.5%と1%の聞ではあまり差異ヨ認められない. 0.3 
μ以下では菌の繁殖が悪くなった〈第6表〉
第6表 ぺクチン酸の濃度と酵素のE量生
pH 吸光度 N/50 I!消費量
1 % 6.2 0.084 0.72 
0.7 6.4 0.075 0.71 
0.5 6.8 0.082 0.78 
0.3 6.8 0.067 0.53 
0.1 6.8 0.026 0.37 。 6.8 0.004 。
vi.ガラクチユロソ酸の重合物と粘液酸 炭素源の漫度を 0.5%としその他の条件は前の実験
と同じにした“テトラガラクチユロソ酸b"は Ehrlichの方法で調製した.実験結果は第7表のと
おりであった.
第 7表 ガラクチユロン酸重合物と粘液酸の影響
pH 吸光度 Nj50 h消費量
D-jf ヲタチユ甘 V 酸 7.0 0.073 0.25 
.，jf ラタ+ユロ V 酸 7.2 0.060 0.25 
“テトラガラクチユ同ン酸b" 6.8 0.080 0.23 
，司、 ク チ y 習量 6.4 0.099 0.58 
粘 液 酸 7.8 0.060 0.31 
第 8表 炭素源の種類と酵素の産生
pH 吸光度 Nj5012消費量
リ ~ ;cr 酸 9.0 0.060 0.35 
グ リ セ り Z〆 6.8 0.086 0.06 
jf ラク トーズ 6.0 0.102 0.22 
jfラタチユr. ~酸 6.8 0.115 0.22 
粘 被 陵 7.8 0.068 0.26 
，、 ク チ 畠〆 酸 6.8 0.121 0.81 
ガラクチユロツ酸重合物の中ではペクチン酸が最も有効であった. 粘液般にも繁積し PGを藤
生する.
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考 察
実験結巣はかなり不揃いであるが， ペクチシ酸はいつも PGの窓生に対して一番有効な炭素顔、で
あった. したがって実験に用いた Erwiniasp.のPGは多少適応的であると言えるかもしれない. し
かしペクチシ畿とその他の炭素源との差はそんなに大きくはない.ガラクチユロン酸，粘液殺は Pha妊
の報告と異り特別な促進効呆はなかった〈第8表).ペクチツ酸の効果は galacturonide結合の
ためであるかもしれないが，ヂガラクチユ口γ酸， “テトラガラクチユロツ酸b"ガラクチユロツ酸，粘液
酸の間ヒは差異がない.“テトラガクチユ口γ酸b"はかなり高分子の重合体であるが，ペゲチγ酸とは
構造上の遣いが多少あるようである. しかし結局ペクチγ酸の特異な促進効巣は現在説明できない.
本研究の費用の一部は昭和30年度文部省科学研究費によった.ここに謝意を表する.
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